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	○タイトル（表題）
	情報モラルの重要性



	見出し

（キャッチコピー）
	情報モラルの重要性を理解しよう。



	○概要
（250字以内）
	　情報モラルの学習を始めるにあたって、その重要性を一人一人の生徒が確実に認識できるように学習を展開したいと考えた。
「情報化の影の部分」に関わる事例を印刷資料で紹介しても、生徒にとっては現実味が薄いため、実際の警察庁から宣伝用に送られてきた情報セキュリティ対策ビデオを視聴することによって、ハイテク犯罪の被害者や加害者の気持ちを共感させ、情報モラルの重要性を強く印象づけるよう工夫した。
　また、授業で校内電子掲示板を効果的に活用し、積極的な意見交流を展開できるようにした。


	○キーワード
	コンピュータ，個人情報・プライバシー，マナーやルール・ネチケット，セキュリティ・ウィルス，掲示板，ＷＷＷ（ホームページ），動画，コミュニケーション，交流学習，相手をおもいやる心

	○校種


	高等学校

	○学年


	2年生

	○教科など

（教科名、総合的な学習の時間、道徳、特別活動、学年集会、全校集会、朝の会、帰りの会、ＰＴＡ集会など）
	教科「情報」


	○実施属性
	　岐　阜　県　　岐　阜　県　立　羽　島　高　等　学　校
　亀　山　弘　教諭　　　　16年　6　月　　　　　5　校時

ネットワークエリア番号：



	実施態様
	単独　・　共同     ○印

	○授業展開の基本的な考え方

（体験できる場の想定など）


	個人の意見や感想をレポートで提出するだけでなく、校内の電子掲示板に記入することで、生徒が互いに友達の意見や感想を見たり、意見交換ができたりする場を多くした。

挙手して意見を発表する授業では、時間的に一部の生徒しか発言できないため、自分の意見や感想を電子掲示板に記入することで、挙手の少ない生徒にも自分の意見や感想を積極的に表現させることをねらった。電子掲示板への記入は、生徒が自分のユーザー名とパスワードでログインしており、電子掲示板には生徒の名前が記入され、自分の意見に責任を持って発言させている。


	○学習目標
	　情報モラルに関する問題について意識を持ち、適切な対応策を考察する。

また、情報社会で守っていかなければならない基本的なルールやマナーを理解し、実践できるようにする。



	メディアの利用環境（使用メディア，利用サイトなど）
　Windouws　Meia　Player

警察庁サイバー犯罪対策室　　　　http://www.npa.go.jp/cyber/index.htm
情報セキュリティ対策ビデオ　「虚構からの誘惑」



	クラスの状況
	明るく元気でにぎやかなクラスである。指示したことについては、しっかり出来る。

　公開授業　/　非公開授業　　（○印）



	○教科・領域などの指導計画


	1 情報モラルを考察する。

2 情報の信頼性と責任

3 プライバシーとセキュリティ

4 著作権と法律

5 ルールとマナー



	○学習展開
過

程

学習内容・活動

指導上の留意点

評価・配慮事項

教　材

導

　

入

これから視聴するビデオの紹介と見るポイントを確認する。

自分の意見や感想を記入するために記録をとることを指示する。

校内の電子掲示板を起動する。

展

　

開

ビデオを視聴する。
自分の意見や感想を電子掲示板に記入する。

他の生徒の意見に対して、「危険を回避する」「相手の気持ちを考える」といった観点から、論点をはっきりとさせて、意見を記入する。
全員の記録と意見等を確認し、自信を持って電子掲示板に記入させる。

自分の意見と比較して、同じ内容や異なる内容の意見をきちんと読んだ上で、もっと詳しく聞きたい意見や反論したい意見に対して、論点を明確にして記入させる。
視聴している様子を観察する

「相手に自分の考えが正確に伝える」観点から文章を見直して、記入させる。
議論している内容を全体で表示する。

論点がはっきりとした書き込みを位置づける。

相手の気持ちを考えた書き込みをさせる。

財団法人警察協会

｢虚構からの誘惑」

ま

と

め

ビデオで取り上げられている法律上の問題点について明確にする。

「危険を回避する」「相手の気持ちを考える」といった観点からなされた意見交流を取り上げ、その価値を全体に広める。
意欲的な発言を位置づける。また、論点を明確にした意見や本時の無学習目標にせまる意見を位置づける。



	○学習活動の実際※


	　高校生に身近な俳優が登場していることもあって、生徒のビデオを視聴している様子は真剣そのものであった。

　ビデオ視聴後の生徒の意見や感想も、情報モラルの重要性を的確に印象づける記入内容が多く見られた。

電子掲示板へは、一人一人の生徒が発言に責任を持って記入していた。また、他の生徒の意見に対しても論点を明確にして記入していた。

	○学習者の反応・学習者からの質問


	· インターネットは恐ろしいものだということがよくわかった。

· 警察にしっかり取り締まってほしい。

· 難しい法律がたくさんあった。

· 主人公がかわいそうであった。　　　など

（詳しくは、羽島高校の校内掲示板に記入してある。）



	自由記述項目


	　教科「情報」の授業なので、ネットワークや情報機器を自然と利用した授業を展開したいと考えて、今回の実践を行った。



	○学習評価の方法とその結果


	　校内の電子掲示板に記入することで、教師だけでなく生徒が相互に友達の意見や感想を見ることができ、互いに相互評価ができるように工夫した。挙手して自分の意見を主張することができない生徒でも積極的に自分の意見を掲示板に記入したり、友達同士で意見交換をしたりして学習を進めることができた。

まとめでの教師評価の時も、クラス全体で閲覧しながら指導することができ、一人一人の意見を位置づけることができた。


	○授業の成果


	このビデオを見ることによって、インターネットの恐ろしさや情報モラルの重要性についてしっかりと認識できた。

今後情報モラルに関する学習内容のポイントを絞りながら、授業で取り上げ説明していく予定である。そのための導入としては効果的な授業であった。



	本実践の成果を閲覧できる方法
	· 岐阜県高等学校教育課程研究集会情報部会での提出資料

· 羽島高校の校内電子掲示板　教科情報用コーナー




